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「
如
月
の
華
」
を
観
劇
し
て 

元
上
組 

託
念
寺
門
徒 

岸 

真
澄 

 

仏
教
婦
人
会
・
寺
院
女
性
会
で
、
前
進
座
の
「
九
条
武
子
も
の
が
た
り
」
観
劇

に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
の
コ
ー
ス
は
、
築
地
本
願
寺
参
拝
、
築
地
場
外
で
の
ラ

ン
チ
、
お
芝
居
、
と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。 

十
五
名
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
築
地
本
願
寺
で
野
村
所
長
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
お
昼
は
、
本
願
寺
の
隣
の
築
地
場
外

の
お
店
で
お
好
み
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
買
い
物
や
チ
ョ
イ
食
い
を
し
て

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

浅
草
ま
で
は
電
車
で
移
動
、
仲
店
を
通
り
抜
け
、
公
会
堂
で
の
観
劇
で
す
。「
九

条
武
子
」
の
名
前
は
聞
い
て
い
て
も
、
実
際
は
き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
な
か
っ
た

私
で
す
。
婦
人
の
為
、
い
や
、
全
て
の
人
々
の
た
め
に
、
病
院
・
学
校
・
孤
児
院
・

教
育
活
動
・
会
合
運
動
な
ど
を
長
井
間
続
け
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。 

関
東
大
震
災
の
中
で
、
仏
教
婦
人
の
仕
事
、
歌
人
と
し
て
も
全
力
で
行
動
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
今
、
目
の
前
で
展
開
さ
れ
て
い
て
、
ま
ば
た
き
す
る
間
も

な
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
劇
中
、
地
方
へ
の
お
出
ま
し
の
行
き
先
を
「
に
い
が

た
」
「
三
河
」
な
ど
と
、
私
た
ち
の
来
場
を
ユ
ー
モ
ア
に
セ
リ
フ
に
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

「
臨
終
法
話
」
の
場
面
で
は
、
自
然
と
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
迫
力
が
あ
り
、

息
づ
か
い
ま
で
感
じ
ら
れ
、
と
て
も
感
動
・
感
激
で
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

お
芝
居
を
堪
能
し
、
皆
一
緒
に
帰
路
に
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
帰
り
の
新

幹
線
で
は
、
行
と
は
違
う
和 

や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

心
豊
か
に
過
ご
せ
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
と
て
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。 
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合
同
研
修
会
に
参
加
し
て 

三
条
組 

正
覚
寺
寺
族 

大
渓
瑠
美
子 

 

十
一
月
十
三
日
（
金
）、
仏
教
婦
人
会
連
盟
・
寺
院
女
性
会
連
盟
合
同
研
修
会
が

新
潟
別
院
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「
葬
送
儀
礼
の
本
来
の
意
義
」
。

雲
林
重
正
師
に
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

通
夜
・
葬
儀
と
い
っ
た
儀
式
が
形
式
的
に
な
り
、
本
来
の
意
義
や
心
が
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
な
い
か
？
と
い
う
問
い
は
、
私
も
普
段
よ
り
気
に
か
か
っ
て
い
た

こ
と
で
し
た
。
本
来
の
意
義
を
確
か
め
る
お
話
は
、
自
分
の
心
の
持
ち
方
を
見
つ

め
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

死
者
へ
の
供
養
で
は
な
く
、
本
来
は
そ
の
人
の
最
後
の
お
勤
め
で
あ
る
枕
経
。

「
そ
ば
に
つ
い
て
相
手
を
す
る
」「
看
取
り
」
を
意
味
し
た
通
夜
。「
死
ん
だ
ら
お

終
り
」
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
様
に
抱
か
れ
て
あ
る
い
の
ち
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た

葬
儀
。
参
列
者
は
、
身
近
な
人
が
こ
の
世
の
人
生
を
終
え
る
場
に
立
ち
会
い
、
別

れ
の
縁
に
よ
っ
て
人
生
を
超
え
て
い
く
道
に
出
逢
う
。
通
夜
の
葬
儀
は
そ
う
い
う

大
切
な
場
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
「
自
分
で
最
期
を
見
送
っ
た
手
ご
た
え
」
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
お
話
が
強
く
響
き
ま
し
た
。
昔
と
違
い
、
葬
儀
社
に
任
せ
て

ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
く
現
在
の
通
夜
や
葬
儀
。
け
れ
ど
も
、
な
る
べ
く
家
族
や

参
列
者
に
自
分
の
手
で
送
る
意
識
を
も
っ
て
い
て
も
ら
い
た
い
。
私
ど
も
の
寺
で

は
、「
僧
侶
の
念
仏
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
参
列
者
が
自
分
の
口
で
南
無
阿
弥
陀

仏
を
称
え
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
う
話
を
よ
く
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で

も
大
切
だ
な
と
頷
き
ま
し
た
。
雲
林
師
は
手
製
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
機
会
が
あ
る

ご
と
に
配
り
、
葬
送
儀
礼
の
本
来
の
心
を
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。 

 

私
も
自
坊
で
行
わ
れ
る
礼
参
や
中
陰
法
要
な
ど
の
際
、
本
来
の
意
味
を
よ
く
心

に
留
め
、
故
人
に
い
た
だ
い
た
縁
を
感
じ
な
が
ら
門
信
徒
の
方
と
接
し
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
い
つ
か
親
し
い
人
を
見
送
る
時
は
、
出
来
る
だ
け
寄
り
添
い
、

自
分
お
手
を
使
っ
て
見
送
り
の
儀
式
に
立
ち
会
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                              

【葬送儀礼のリーフレット】 

  みなさん、活用してください。 
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新
潟
組
仏
教
婦
人
研
修
会
に
参
加
し
て 

新
潟
組 

金
照
寺
門
徒 

北
畠 

須
美
子 

こ
の
度
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
九
日
に
仏
教
婦
人
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
企
画
や
計
画
の
段
階
か
ら
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
色
々
と
分
か
ら
な
い
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
無
事
に
研
修
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
ず
、
バ
ス
に
て
新
潟
組
内
の
寺
院
を
回
り
、
乗
り
合
わ
せ
て
与
板
の
新
潟
別

院
に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
後
、
お
つ
と
め
を
し
、
国
府
教
区
・
浄
善
寺
・
長
井

順
一
氏
の
御
法
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
、
な
か
な
か
御
法
話
に

馴
染
み
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

仏
さ
ま
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
の
物
の
見
方
、
考
え
方
は
正
し

い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
簡
単
に
ね
じ
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
い

う
こ
と
。
お
話
の
中
で
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
も
こ
の
私
も
い
つ
命
を
終
え
て
も
お
か

し
く
な
い
人
生
を
歩
ん
で
お
り
、
一
日
一
日
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
た
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
苦
し
み
を
見
抜
か
れ
て
阿
弥
陀
様
は
お
救
い
く

だ
さ
る
こ
と
、
有
難
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

別
院
で
の
参
拝
が
終
わ
り
バ
ス
で
の
出
発
時
に
ご
講
師
さ
ん
と
職
員
の
方
が

別
院
の
門
ま
で
お
見
送
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
大
変
印
象
的
で
、
心
温
ま
る

時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
バ
ス
で
移
動
し
寺
泊
で
海
鮮
の
お
食
事
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

な
か
な
か
普
段
交
流
の
な
い
他
の
寺
院
の
檀
家
さ
ん
と
も
お
話
し
で
き
て
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
お
食
事
を
済
ま
せ
た
後
、
寺
泊
の
市
場
で
お
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

蟹
や
お
魚
、
今
晩
の
お
か
ず
の
材
料
を
何
に
し
よ
う
か
な
、
な
ど
考
え
な
が
ら
お

土
産
を
選
ん
で
お
り
ま
し
た
。
日
帰
り
バ
ス
旅
行
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
沢

山
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
が
持
て
て
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
の
お
声
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
回
開
催
す
る
場
合
は
も
う
少
し
早
い
段
階
か
ら
計
画
し
皆
様
に
お
知

ら
せ
で
き
れ
ば
い
い
と
反
省
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
寺
院
の
皆
様
、
檀
家
の
皆
様

の
沢
山
の
方
々
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

                             

布教使：永井順一師（上越市） 
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キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ 

で 

お
と
き
コ
ン
テ
ス
ト 

巻
組 

妙
光
寺
門
徒 

須
貝
房
子 

 

巻
組
で
は
、
二
七
年
度
最
後
の
行
事
と
し
て
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
は
「
お
と
き
コ

ン
テ
ス
ト
～
精
進
し
ま
せ
う
～
」
に
決
ま
り
、
二
八
年
二
月
二
七
日
、
吉
田
産
業

会
館
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
秋
に
は
、
各
部
門
合
同
で
日
帰
り
旅
行
が
有
り
長
野
の
善
光
寺
へ
参
拝
し
、 

事
前
に
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
考
に
な
れ
ば
と
門
前
の
お
店
で
精
進
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
お
膳
に
並
ん
だ
お
料
理
は
、
私
達
が
お
寺
で
作
っ
た
り
、
い
た
だ
い

た
り
す
る
も
の
と
チ
ョ
ッ
ト
違
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
材
料
は
殆
ど
同
じ
で
し
た
。

食
材
も
一
手
間
と
一
工
夫
で
変
身
す
る
事
を
学
び
ま
し
た
。 

 

出
場
者
は
、
僧
侶
、
寺
院
女
性
、
門
徒
推
進
員
、
仏
婦
の
四
チ
ー
ム
で
す
。
食

材
、
調
味
料
等
に
制
限
の
あ
る
中
、
各
チ
ー
ム
大
人
用
、
子
ど
も
用
を
一
品
ず
つ

作
り
、
審
査
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
第
二
代
レ
シ
ピ
の
女
王
・
柳

川
香
織
さ
ん
を
特
別
審
査
員
に
お
迎
え
し
、
組
長
、
総
代
会
二
人
、
仏
壮
二
人
、

他
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
割
箸
で
の
投
票
で
し
た
。 

 

仏
婦
チ
ー
ム
は
、
源
昌
寺
の
お
と
き
担
当
の
皆
様
に
お
骨
お
り
い
た
だ
き
、
役

員
と
担
当
寺
院
の
坊
守
さ
ん
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
試

食
を
し
、
前
日
に
は
念
入
り
な
下
ご
し
ら
え
を
し
て
当
日
に
備
え
ま
し
た
。 

結
果
は
、
下
記
の
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
が
受
賞
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と

も
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
美
味
し
い
お
料
理
で
し
た
。 

 

柳
川
先
生
よ
り
の
総
評
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
が
あ
り
、
野
菜
だ
け
と
思
え

な
い
満
足
感
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
。」
で
し
た
。
チ
ー
ム
一
同
、
今
日
の
ご
縁

に
感
謝
し
「
お
と
き
の
心
」
を
伝
え
ら
れ
る
様
、「
精
進
し
ま
せ
う
～
」
で
楽
し

い
一
日
を
終
え
ま
し
た
。 

合 

掌 

  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
結
果
発
表
】 
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「
み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」 

  

平
成
二
八
年
三
月
五
日
（
土
）「
若
い
女
性
聞
法
の
集
い
」
が
本
願
寺
新
潟
別

院
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
は
得
度
習
礼
所
・
教
師
教
修
所
講
師
の

野
村
佳
代
先
生
を
お
迎
え
し
、
前
半
は
仏
教
讃
歌
の
ご
指
導
で
、
後
半
は
み
ん
な

で
楽
し
く
歌
い
ま
し
た
。 

 

★ 

参
加
さ
れ
た
方
の
感
想 

                     

                              

野村先生の美しい声量豊かな仏教讃歌をお聴きする

ことが出来、感激いたしました。とても良い機会を与

えていただき、感謝いたします。これからも、仏教讃

歌を少しずつ皆様と一緒に歌って行きたいと思いまし

た。あっという間の一時で、もっと時間が欲しいと思

いました。 

先生のお話の中にもありましたが、仏教讃歌には人

の心を温かくするものが沢山あることを痛感いたしま

した。 

大変ありがとうございました。 

野村先生の美しく素晴らしい

お声に感激しました。 

 初めての仏教讃歌も、やさしい

ご指導で何とか大声で参加する

事が出来ました。 

 普段、お腹から大きな声を出す

事がないので、ストレス解消にも

なり気分爽快です！！ 

 ありがとうございました。 

思いっきり声を出し、宗教にはあまり縁

のなかった私ですが、本当にすがすがしい

気持ちになりました。 

ご指導下さった野村先生の声の素晴らし

さに感動いたしました。年に一回位、この

様な期会があっても良いなと思いました。 

 各お寺でもこの様な催しがあると楽しい

と思います。 

 仏教讃歌

や懐かしい

歌を久し振

りに大きな

声で歌い、一

年分の歌を

歌ったよう

な気がしま

す。楽しかっ

たです！ 
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第
十
五
回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会 

平
成
二
七
年
五
月
三
十
日
（
土
）
～
三
一
日
（
日
）
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
市 

に
於
い
て
、
第
十
五
回
世
界
仏
教
婦
人
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

新
潟
教
区
四
名
、
国
府
教
区
十
名
、
合
計
十
四
名
で
参
加
し
ま
し
た
。「
い
だ

か
れ
て 

と
も
に
つ
な
が
る 

わ
た
し
の
い
の
ち
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
、
記
念
講
演

は
梁
瀬
奈
々
さ
ん
、
カ
ナ
ヤ
・
ウ
ス
キ
・
パ
ト
リ
シ
ア
開
教
使
で
し
た
。 

 

次
回
は
、
平
成
三
一
年
八
月
三
十
日
～
九
月
一
日
、
北
米
開
教
区
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

                     

◎改めて仏教讃歌にはいい曲が沢山あるなあと感じさせられました。又、その他の曲も

素敵な曲を選んで頂き、楽しく歌わせて頂きました。ありがとうございました。 

◎楽しいお話しと歌とでステキな時間を過させて頂きました。久し振りに歌をうたいス

ッキリした気分です。地域の活動の中でも取り入れていけたらと思っています。  

また、美味しいお茶とお菓子、ご馳走さまでした。役員の皆様の心遣いに感謝いたし

ます。 

◎とても楽しい一時を過ごさせて頂きまして、大変ありがとうございました。また、今

日の様な会合を是非企画して欲しいと思っております。 

◎初めて若い女性の集いに参加いたしましたが、自分が歌が好きということもあり、楽

しい時間を過させて頂きました。特に講師先生の楽しい軽快なトークと素晴らしい歌

声、自分が知っている曲も沢山あったので良かったです。ありがとうございました。 

◎仏教讃歌は初めてでした。ピアノ伴奏でオンチながら楽しく声を出しましたが、年と

ともに高音が出ず、ちょっと苦しかった気がしました。このような催しをもっと広く

皆さんに広められたら良いと思いました。始めての経験で新しい発見をしました。 

とても楽しい企画でした。おや

つも美味しく、役員様の御苦労が

偲ばれました。準備大変だったと

思います。ご苦労様でした。 

 楽しい時間でした。歌を歌う事

が日常的にないので新鮮でした。

時間が過ぎるのがあっという間

で、またお願いしたいと思います 
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与 

板 

組 

★
与
板
組
寺
院
女
性
会 

研
修
会 

① 

６
月
２８
日
（
日
）  

 
 

「
寺
院
過
去
帳
に
類
す
る
帳
簿
」
に
関
す
る
開
示

問
題
に
つ
い
て
（
研
修
会
後
親
睦
会
） 

  

長 

岡 

組 

★
長
岡
組
寺
院
女
性
会 

① 

10
月
10
日
（
土
） 

 
 

長
岡
市
仏
教
会
「
花
祭
り
90
回
記
念
講
演
会
」

参
加 

 
 

講
師
：
堀
澤
祖
門
師
（
三
千
院
門
主
） 

会
場
：
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡 

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

年
間
９
回 

 
 

タ
オ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
た
た
み
、
縫
い
物
等 

③ 

12
月
10
日
（
木
） 

 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
慰
労
会 

 
 

会
場
：
ア
ー
ラ
ゼ
ー
タ 

④ 

10
月
17
日
（
土
） 

 
 

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
使
用
済
み
ロ
ー
ソ
ク
の
収
集 

 
 

【
吉
運
堂
さ
ん
経
由
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
し
て 

 
 
 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
】 

⑤ 

法
話
会 

 
 

春
季
…
６
月
29
日
（
月
）
会
場
：
西
福
寺 

 
 
 

講
師 

藤
井
賢
誠
師
（
福
島
県 

光
善
寺
） 

 
 
 

講
題 

み
ほ
と
け
の
願
い
に
い
か
さ
れ
る 

 
 

秋
季
…
12
月
１
日
（
火
）
会
場
：
西
福
寺 

 
 
 

講
師 

伊
勢
み
ず
ほ
師
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

 
 
 

講
題 

病
気
を
授
か
っ
て
、
見
え
た
こ
と 

 
 
 

法
話 

高
橋
純
明
師 

⑥ 

３
月
２
日
（
月
） 

 
 

総
会
：「
料
亭
い
ま
つ
」
に
て 

★
長
岡
組
仏
教
婦
人
会 

① 

９
月
12
日
（
土
） 

会
場
：
西
楽
寺 

 
 

「
操
体
法
」
で
自
分
の
身
体
を
見
直
そ
う 

  

元 

上 

組 

★
元
上
組
仏
教
婦
人
会
連
盟 

総
会 

６
月
６
日
（
土
）
会
場
：
正
林
寺 

 
 

法
話
：
正
林
寺
住
職 

堀
川
意
明 

師 

★
親
鸞
聖
人
750
回
大
遠
忌
法
要
（
報
恩
の
つ
ど
い
） 

 
 

６
月
13
日
（
土
）
会
場
：
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

 
 

影
絵
法
話
・
絵
物
語
正
信
偈
・
法
話 

釈
徹
宗 

★
元
上
組
寺
院
女
性
会
連
盟
総
会
・
懇
親
会 

 

６
月
23
日
（
火
）
会
場
：
彦
三
楼 

★
さ
わ
や
か
法
話
会 

 
 

７
月
５
日
（
日
）
会
場
：
専
徳
寺 

 
 

ガ
ン
を
生
き
る
：
雲
外
寺 

真
敷
祐
弘 

師 

★
仏
壮
・
仏
婦
合
同
研
修
会 

 
 

７
月
23
日
（
木
）
～
24
日(
金) 

 
 

富
山
県
城
端
別
院 

他 

★
元
上
組
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
会
・
懇
親
会 

 
 

10
月
21
日
（
水
）
会
場
：
正
林
寺 

 
 

過
去
帳
問
題
に
つ
い
て
：
常
禅
寺 

旭 
勲 
師 

  
三 

条 

組  

★
三
条
組
み
の
り
会
（
仏
教
婦
人
会
・
寺
院
女
性
会
） 

① 

総
会 

４
月
15
日
（
水
）
会
場
：
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル 

 
 

26
年
度
活
動
・
会
計
報
告 

 
 

27
年
度
活
動
計
画 

② 

研
修
会 

 

９
月
２
日
（
水
）
会
場
：
三
条
鍛
冶
道
場 

 

消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 

講
師
：
元
上
組 

極
楽
寺 

麻
田
弘
潤
師 

③ 

研
修
会 

 
 

12
月
２
日
（
水
）
会
場
：
三
条
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

 
 

過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す
る
帳
簿
の
開
示
問
題
に
つ

い
て
ー
過
去
帳
の
管
理
と
認
識
に
つ
い
て
学
ぶ 

 
 

講
師
：
与
板
組 

常
禅
寺 

旭 

勲
師 

 

地 

蔵 

堂 

組 

★
① 

１
月
２８
日
（
水
）  

 
 

役
員
選
出
を
兼
ね
た
食
事
交
流
会 

 

新 

潟 

組 

★
新
潟
組
寺
院
女
性
会
連
盟
研
修
会
・
懇
親
会 

４
月
24
日
（
金
）
会
場
：
光
林
寺 

講
師
：
新
潟
教
務
所
長 

野
村
宗
雄
師 

★
新
潟
組
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会 

 
 

６
月
15
日
（
月
）
会
場
：
金
照
寺 

 
 

講
題
：
阿
弥
陀
様
の
お
慈
悲 

講
師
：
巻
組 

長
光
寺 

伊
藤
教
恵
師 

★
新
潟
組
仏
婦
・
寺
院
女
性
合
同
研
修
旅
行 

 
 

11
月
９
日
（
月
） 

新
潟
別
院
常
例
法
座
参
拝 

平
成
２６
年
度
活
動
報
告 
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講
師
：
国
府
教
区 

長
井
順
一
師 

 
 

参
加
者 

36
名 

★
新
潟
組
合
同
研
修
会 

 
 

３
月
４
日
（
金
） 

会
場
：
光
林
寺 

 
 

講
題
：
病
気
を
授
か
っ
て
見
え
た
こ
と 

 
 

講
師
：
伊
勢
み
ず
ほ
師 

 
 巻 

組 

★
ビ
ハ
ー
ラ
法
話
会
コ
ー
ラ
ス 

 

今
年
度
も
「
ビ
ハ
ー
ラ
法
話
会
コ
ー
ラ
ス
」
を
「
新

潟
あ
そ
か
苑
」
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ク
ル
ー
プ
名

は
「
迦
陵
頻
伽
（
か
り
ょ
う
び
ん
が
）」
と
申
し
ま
す
。

こ
の
鳥
の
よ
う
に
美
し
い
声
で
歌
え
る
よ
う
、
コ
ー
ラ

ス
発
表
に
あ
た
り
、
二
回
の
練
習
日
に
は
、
講
師
先
生

よ
り
発
生
や
歌
詞
の
伝
え
方
な
ど
、
細
か
く
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
ホ
ー
ル
に
大
勢
の
皆
様
に
集
ま
っ
て
頂
き
、

少
し
緊
張
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
た
ち
ま
し
た
。 

「
居
多
の
浜
か
ら
」
と
い
う
曲
で
は
、
居
多
の
浜
の
風

景
や
恵
信
尼
様
が
親
鸞
様
に
寄
り
添
い
、
寂
し
い
お
暮

し
を
、
お
念
仏
を
唱
え
つ
つ
、
喜
び
に
変
え
て
い
く
と

い
う
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
、
心
を
込
め
て
歌
い
ま
し

た
。
他
は
「
花
」「
海
」「
虫
の
声
」「
ス
キ
ー
」
の
四

季
の
歌
で
す
。 

 

皆
様
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
、
知
っ
て
い
る
曲
に
は

手
拍
子
と
歌
で
参
ら
れ
、
き
れ
い
な
声
で
歌
っ
て
下
さ

る
方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
の
感
動
の
ひ

と
時
で
し
た
。 

 

皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い
て
下
さ
り
、
ま
た

お
会
い
で
き
ま
す
よ
う
に
と
念
じ
つ
つ
、
ス
テ
ー
ジ
を

降
り
た
こ
と
で
し
た
。 

                               

お
知
ら
せ 

 

＊
第
三
七
回
新
潟
教
区
仏
教
婦
人
大
会 

 
 

期
日
：
平
成
二
八
年
十
月
二
九
日
（
土
） 

 
 

会
場
：
本
願
寺
新
潟
別
院 

 
 

主
管
：
元
上
組 

  

＊
第
二
五
回
若
婦
人
中
央
研
修
会 

 
 

期
日
：
平
成
二
八
年
九
月
三
日
（
土
）
～
四
日
（
日
） 

 
 

会
場
：
伝
道
本
部 

  

＊
本
願
寺
新
潟
別
院
報
恩
講 

 
 

期
日
：
平
成
二
八
年
六
月
二
五
日
（
木
） 

～
二
七
日
（
土
） 

 
 

講
師
：
小
林
義
教
師
（
北
海
道
教
区
） 

 
 
 

 
 

◎
仏
教
婦
人
会
で
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

担
当
組
は
与
板
組
・
新
潟
組
で
す
。
バ
ザ
ー
用

品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。 

  

＊
専
如
門
主 

新
潟
教
区
ご
巡
回
、
並
び
に
新
潟
別
院

ご
巡
拝 

 
 

期
日:

平
成
二
八
年
五
月
十
一
日
（
月
） 

 
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
定
次
第
寺
院
へ
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。 

 


